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｢GPS可降水量を用 い た数億予報に関する研究+ の計画
気象庁 数値予報課 寓納寺 信崇
本研究で は､ 国土地理院の G P S全国観測網 によ る大気遅延量から求められ る
可降水量 が数億予報 に どの ようなイ ン パ ク トをもた らすかを調づ るo 概略を図
1 の左側 に示す｡
国土地理 院の 全国G PS観測から求められる可降水量の長所は､ (1)空間分解能
が高 い こ と､ (2)解析方法に よ っ て は時間的 に連続なデ ー タ が得られる こ と ､ そ
して こ れが最大の長所かもしれない が ､ (3)すで に国土地理院が全国 に高密度の
観測網を設置して , 毎日 デ ー タ を集め て い る ことであ る｡ こ の ような長所を持
つ G PS大気遅延量 に よ っ て ､ 20 - 300 km 毎に観測が行われる既存の ラ ジオゾ
ン デ観測網で は捕えられ な い 小さなス ケ ー ル の 水蒸気 の変動が ､ 零が形成され
る前 に観測 でき る可能性がある｡
国土地理 院 のG PS の観測点 は陸上 に しかない こ と ､ 数10km の 分解能を持つ こ
とを考慮して ､ 予報の 対象として は100- 20 km 程度の 水平ス ケ - )I/の現象､
予報時間は 12 - 18時間程度を考えて い る o 例えば､ ル ー チ ンの 領域モ デル で
は 図2 に示すように ､ 関東平野周辺 の雷雨 の ような降水をうまく予報できな い
場合 が多い . G P Sから得ら れ る水蒸気分布を用 い てイ ン パ タTl がある の は ､ こ
の 様な現象で は な い か と思 っ て い る ｡
使用する モ デ ル は ､ 10km格子で水平方向に 1 29 × 129 の格子点を持つ 数値予
報モ デル を予定し て い る ｡ 境界値は ル ー チ ン で使われて い る領域モ デ ル (2 57
× 217の 2 0 血格子) を用 い る ｡ 初期値 は ｢GP S大気遅延量 と気象デ ー タの 4
次元 デ ー タ 同化手法の開発+ で得られる客観解析を用 い る ｡
様々 な ケ ー ス に つ い て 数値実験を行い ､ 予 報の 特性 や精度を調 べ る ｡ この 分
解能を持つ レ ー ダ ー ､ アメ ダス ､ G PS可 降水量などの観測と予報結果を比較し
て ､ 予報の 精度を評価するc
こ の 研究により ､ G P Sで は観測され な い 風 ･ 気温の デ ー タ や観測の行われな
い 領域 の デ ー タ を含む大気の状態を ､ 数億モ デ ル の誤差の範囲内で物理的に矛
盾なく再現した格子点デ ー タ を得る｡ こ の デ ー タ は , oⅠ'sデ ー タ の解析 ソ フ ト
ウ エ ア 改良､ 特別観測 の デ ー タ解析などの ｢G P5気象学+ の 他の研究テ ー マ に
提供され , それ らの研究を支援する こ と になる ｡
なお､ 囲1 の右側 に は京大防災研究所に よ っ て 行わ れる高解像度数億 モ デル
を使 っ て積雲の構造を解析す る研究の 概略図を示 して お い た｡ こ れは 詳細な雲
物理過程を含み積婁を解像で き る高解像度モ デ ル (40 0-12 00m 格子) を用 い た
数値計算を行い , 積雲や その周辺 の大気 の構造を明らか にす る研究である｡ モ
デ ル の 結果から､ 豪雨をもた らす積雲や その 周辺部の構造を詳細に解析する ｡
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図1 ｢G P 5可降水量を用 い た数億予 報に関す る研究+ の計画の概略｡ 左側は
国土地理院全国観測網 に よ る デ ー タを用 い た10km 程度の格子 によ る数億予報実
験, 右側 は400- 1200m 格子 で雲物理過程を含み積雲 を解像で き る高解像度 モ デ
ル に よ る数値実験によ る 研究を示す ｡
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図2 関東平野周辺 の降水 の観測と予報の 例. 19 96年7月31日06 U T C- 12 U T C
の 間 の レ ー ダ ー アメ ダ ス 合成雨量 (左上) ､ それ に対応す る時間 の7月31日
o ou T C初期値の6- 12時間予報の 雨 (左下) ､ 同様 に7月30日1 2 U T C初期値の 18-
24時間予報 の 雨 (左下) o 右上 に は7月31日12 U TCの 海面気圧を示すQ こ こ に
示した予報は気象庁の 現業用領域 モ デ ル (格子間隔2 0km) を用 い た ル ー チ ン の
予報で ､ O P Sデ ー タ は使われ て い な い ｡
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